
経済産業省・中部近畿産業保安監督部
北陸産業保安監督署からのお知らせです！

社会インフラである電気工作物を守りましょう！

台風が来る前に
飛来物が発生しないよう、今一度ご確認ください！
強風で周辺の物が飛ばされることにより、電柱や電線が損壊し、広範囲に亘り停電することがあります。
台風接近前には、あらかじめ屋外にある物の撤去、固定などの対策をお願いいたします。

飛来物対策

電柱倒壊数 1,996

原
因

倒木や建物倒壊 1,477

飛来物 281

地盤の影響 238
経済産業省資料を基に作成

３.切れた電線や倒れた電柱はとても危険です！（右図）

見つけた場合には決して近寄らず、

最寄りの電力会社の営業所までご一報ください！

経済産業省
中部近畿産業保安監督部 北陸産業保安監督署

（TEL）076-432-5580
※休日や夜間はFAXでお願いします(FAX) 076-432-0909

【ご案内】
当部では、公式Twitterを開設しています。
電力、ガス、火薬及び鉱山等の産業保安に
関する情報配信を行っています。 https://
twitter.com/hoan_chubu

停電事故に
つながります！

1.台風発生時の停電事故例
▶事業場の屋根板や看板が飛来し電線を切断する。
▶建物の屋根板や農地のビニールシートが電線に引っかかる。

▶昨年の台風15号では、電柱倒壊の原因のうち、
1割強が飛来物によるものでした。

2.飛来物になりやすいものと対策例

＜対策例＞
■ビニールハウスをロープ・シートにより固定する。
■不要なビニールやシートは片付ける。
■屋根板や壁板を補修・固定する。

＜飛来物になりやすいもの＞
サンシェード・ビニールシート・ビニールハウス・トタン板・看板・樹木・傘 など

■老朽化した看板を撤去又は補強する。
■樹木は剪定する。
■屋外に置いてある傘などは屋内に取り込む。

工場 ビニールハウス
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